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Cefpiramide(SM-1652)の 臨 床 的 検 討

後 東俊 博 ・上 田聡 一 郎 ・田村 正 和 ・中川 勝.螺 良英 郎

徳島大 学医学 部第3内 科学教室

内科領域での感染症7例 にCefpiramide(CPM,SM-1652)の 経 静脈 内投与を行い,臨 床効果,

細菌学的効果お よび副作用 と血液 丁肝,腎 機能 に及 ぼす影響について検討 した結果,以 下の成績を

得 た。

1) 効果判定の対 象 とな ったのは投与7例 中4症 例 であ り,呼 吸器 感染症3例,尿 路感染症1例

であ った。

2) 呼吸器感染症3例 で は 総合 効果判定 で 著効2例,無 効1例 であ った。著効例の うち1例 は

P.aeyuginosaに よる肺膿 瘍例であ り,Cefpiramideの 本菌 に対す る有効性 が示唆 された。

3) 尿路感染症の1例 はE.cloacaeとS.faecalisの 混合感染に よる膀胱炎例 であるが本剤が

著効を示 した。

4) すなわち投 与例において著 効3/4(75%),無 効1/4(25%)で 有効率 は75%で あ った。

5)副 作用 は7症 例につ き検討 したが,臨 床的 に認 められ たものはな く,検 査 上各1例 に軽度の

貧血 とA+Pの 上 昇を認 めたが本剤 によるもの とは断言 できない。 また本剤投与前 すでに存在 した

肝,腎 機能異常や基礎疾患 に対 して悪影響 を及ぼす こ とはな く安全 な薬剤 と考 え られた。

新 しい セフ ェム系抗生剤Cefpiramide(CPM,SM-

1652)(Fig.1)は,強 力かつ幅広い抗菌スベ ク トラム に

加 え,特 に緑膿菌を含む ブ ドウ糖非 発酵性 グ ラム陰性菌

の多 くに強い抗菌力を示す と さ れ,殺 菌力 が 強 くin

vivoで の感染防御効果 も優 れ て お り,静 脈内投与時 の

血中濃度が従来の薬剤に比し高 く,か つ持続的 であるが

連続投与に よる蓄積が認め られない ことなどがその特微

として挙げ られ る1～5)。内科 領域 における各種感染症例

に対 して本剤を使用 した成績を報告 する。

I. 対象および方法

対 象はすべて徳島大学第三 内科 の入院患者 であ り感染

症状,所 見を有 する男性4例,女 性3例 の計7症 例 であ

る。 これ らを一括 してTable1に 示す。7症 例のすべ て

に何 らか の基礎疾患 が認め られ ている(ベ ーシ ェッ ト症

候群1,肺 線維症1,汎 細気管支炎1,気 管支喘息1,

肝癌 を合併 する肝硬変1,皮 膚 筋炎1,SLE1)。Case

6の 皮膚筋炎例 では本剤投与後やむを えず プ レ ドニ ゾロ

Fig. 1 Chemical structure of CPM

ン50mg/日 を併用,case2,case5のDIFP,SLE例 で

も維持量 として長期 にわ た りプ レドニゾロン(10mg/日)

が投与 されて いる。

感染症別には,呼 吸器感染症4例(慢 性気管支炎の急

性増悪1,気 管支肺炎2,肺 化膿症1),尿 路感染症1例,

お よび高熱を発 し,感 染部位 は不 明ながら感染症を疑い

本剤を投与 した ものの最終的 に確定診断が得られなかっ

た症例2の 計7症 例 である。

原因菌別 には,呼 吸器 感 染 症例 の 喀 痰 か らは,P.

aeruginosa,S.aureus,K.oxytocaな どが検出され

た。尿路感染症例の尿 中細菌定量培養 の結果E.clouae

とS.faecalisが105/ml以 上検 出された。

CPMの 投与はすべて経 静 脈 的 に行 い,1日 量1～

49を2回 に分 け静注(生 理食塩液20mlに 本剤を溶

解 し,3分 以上かけ て注 入),点 滴 静注(200mlの 生理

食塩液又は電解質溶液 に溶解 し約30分 ～60分 で注入)

で行 った。投与総量 は最 小11gか ら最大は180gに 及

んだ。

効果の判定は,尿 路感染症例 はUTI薬 効評価基準に

従い著効,有 効,無 効 の3段 階で判定 し,呼 吸器感染症

ではその総合効果を 自,他 覚的所 見お よび検査所見 細

菌学的効果を指標 とし薬剤投与後短 期 日に著 しい改善を

認めた ものを著効,1週 間 以内に改善がみられたものを

有効,そ れ以外の ものを無効 と判 定 した。Table1に 亦

す7症 例の うちcase3は 結果的 に はS.aureusに よ
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Table 1 Cases of infection treated with CPM

る気管支肺炎 と診断 されたが,経 過 中空洞化 を示 し,結

核 も疑い抗結核剤を併用 したため,ま た,case6,7は

最終的に感染症の確診が得 られなか ったため効果判定対

象から除外 し結局4症 例が効果 判定 の対 象 とな った。

副作用に関 しては主 として造血機能,肝 機能,腎 機能

に及ぼす影響をみた。 自,他 覚的症状,所 見 に加 うるに

一般検血,血 清transaminase,BUN,creatinineな ど

につき可能な限 り投与前後 で検 査 し判 定 資 料 と した

(Table2)。

II. 成 績

各感染症例につ きその結果を以下に概略的に述べ る。

Case1,71歳 男性,ベ ーシェ ット症候群 として経

過中発熱(38～39℃),咳 漱,膿 性〓を きた し胸部X線

上左下葉に気管支肺炎縁 をみ る。 他科にてCET6g/日

の投与を1週 間にわ た り受けたが効果 は認 め られず,本

剤19を1日2回(29/日)投 与 した。 喀〓 中検 出菌 と

しては,K.oxytoca,NeiSSeria,α-Streptococcusが

認められた。本剤投与3日 目には臨床所見 が著 しく改善

したため著効 と判定 した。ただ し本剤 では経過 中,肝 腫

脹,下 腿浮腫等 うっ血性心不全 の徴候 を示 した。 これ ら

はジギタ リス療法 で よ く奏 効 した。検 査 上 一 過 性 に

GOT,GPT,Al-Pの 上 昇を認 めたのは このため と考 え

られる。

Case2,75歳,男 性,10年 来DIFPに て治療を受

けてお り(維 持量 として プレ ドニ ゾロン10mg/日),咳

嗽,喀 〓(P〓)が 増強 した た め 来院。 喀〓 か らは

P.aeruginosaが 検出され た。本剤1gを1日2回 投与

したが,臨 床所見,検 査所見の改善は全 く認め られず,

喀〓のP.aeruginosaも 持続 した ため 無 効 と判 定 し

た。

Case3,25歳 ,女 性,気 管支喘息 にて外来通院 中高

熱で発症 胸部X線 上右上葉 に肺炎様陰影 を認 め,本 剤

291日(2×)の 投与を開始 したが
,経 過 中の断層写真 で

空洞化 の傾 向を認 め,抗 結核療法(SM,INH,RFP)を

併用 したため効果判定 よ り除外 した。結果的 には本例 は

S.aureusに よる肺炎であ った。

Case4,30歳 男性,25歳 時頃 よ り汎細気管支炎 の

診断にて入退院を くり返 して い る。 今回 も発熱 膿性

〓,呼 吸困難で救急入院,入 院後CMZ4g/日 の治療を

行な ったが全 く反応せず,喀 〓 か らはP.aeruginosa

を認めた。本剤を4g/日(2×)点 滴 静注 を行 った結果,

投与開始3日 目よ り臨床所 見,検 査所見に著 しい改善が

み られたため著効 と判定 した。ただ し本例においては喀

〓中のP.aeruginosaは 以後持続的に残 存 した(た だ

し喀〓 量は著 しく減 少 した)。本例 での経過 をFig.2に

ま とめた。

Case5,52歳 女性,SLE経 過中(プ レ ドニゾロン

10mg/日 長期維持)に,排 尿痛,残 尿感 とともに膿 尿を

認 めた。尿か ら定量培養 にてE.cloacae,S.faecaliS

が105/ml以 上検 出された。 本剤19/日(2×)を 投 与

し,臨 床症状,膿 尿,細 菌尿 のすべ てが消失 したため著

効 と判定 した。

Case6は 多発性筋炎,case7は 肝癌 を伴 う肝硬 変例

であ るが,い ずれ も経過中高熱を きた し感染症 を疑い本

剤を投与 したが結果的に感染巣が不 明瞭 で,確 定診 断が

成 されなか ったためいずれ も効果判定か ら除外 した。

以上7症 例に本剤を投与 し効果判定の対象 となった4

症例中著効3例(75%),無 効1例(25%)の 成績 を得

た。 特に緑膿 菌が原因 と考え られ る肺膿瘍例 に著効を示

した ことか らも本剤の抗緑膿菌効果の優れてい るこ とが

伺われ た。

III. 副 作 用

投与 に伴 う自,他 覚的副作用 と と も に,造 血機能,

肝,腎 機能 を中心 に本剤投与 に よる影響をみた(Table

2)。 症状,所 見上本剤 に よる と断定 しうる副作用は認め

られ なか った。 検査 所見上case1に 本剤 投与後Al-P
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Fig. 2 Case 4, 30 y. o., M. Pulmonary suppuration

Table 2 Laboratory findings of each case before and after CPM administration

*B:
 Before treatment, **A: After treatment

の上昇(7.2KAU→14.7KAU),case3に 軽度 の貧血

が出現 してい るが前者では経 過中心不全を合併 しGOT,

GPT,Al-Pの 軽度上昇を認めたが,本 剤 は 投与 を続行

し,心 不全の治療に よ りGOT,GPTは 正常に復 しAl-

Pの み軽 度異常値 が続 いたため本 剤の影響 に よるもの と

は断定 し難 い。後者 において も来院時 の高 熱 と脱水症状

を考 え,ま た併用薬剤(SM,INH,RFP)も 考慮すれば本

剤 に よるもの とは断言 で きない。本剤投与時す でに肝機

能障害 の存在 した例 が3例(case5,6,7)あ ったが,い

ずれに も本剤投与 による増悪 は認 め られ ていない。 また

投与全症例に何 らかの基礎疾患を認 めたが,本 剤 の投与

は これ ら基礎疾患に対 して も何 ら悪影響を及ぼす ことは

なか った。

IV. 考 察

CPMを 内科領域 で 感 染徴候 を 呈 する7症 例に投与

し,効 果判定 の対 象 とな った4症 例中3例 に有効性を認

め,こ の3例 はいずれ も著効 と判定 された。 本剤はtn

vitroに おいてP.aeruginosaに 対す る抗菌力が強いこ

とが一 つの特徴で もあ るが,わ れわれ の例(case4)で

も,CMZ無 効の 緑膿菌性肺膿 瘍例 で4g/日(2×)の

投与 で著効を呈 した ことか らも本剤 の緑膿菌に対する有

効性 が伺 われる。

副作用に関 して も投与7症 例中特 に本剤によると断言

し うるものは,症 状,所 見上 のいずれ に もなく,検査所
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見上投与前に肝機能障害を示 した3症 例への投与におい

ても増悪の傾 向は認め られず,ま た投与全例に認め られ

た基礎疾患に対 しても特に悪影響を及ぼす ことはな く安

全な薬剤 と考え られ た。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFPIRAMIDE (SM-1652)

TOSHIHIRO GOTOH, SOICHIRO UEDA, MASAKAZU TAMURA,

MASARU NAKAGAWA and EIRO TSUBURA

The 3rd Department of Internal Medicine,

Tokushima University, School of Medicine

Cefpiramide (CPM, SM-1652), a new parenteral cepharosporin derivative, was given to 7 adult

patients. Clinical effectiveness of this drug was studied in 4 patients with various infections.

These infections consisted of 3 respiratory infections and one case of acute urinary tract infection.

Cefpiramide was given intravenously 1•`4 g/day to each patient. The cumulative efficacy including

clinical and bacteriological effects was; excellent in 3, and poor in one case. The fact that the

excellent result was obtained in the patient with pulmonary suppuration caused by P. aeruginosa

suggests that this antibiotic reveals efficacy on Pseudoinonas infection. No side effects were observ-

ed.


